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標

の
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人

標

尺

間

の

－
、
「
い
の
ち
」
に
闘
す
る
章

生
命
は
活
動
の
源
泉
で
あ
る
と
一
民
ふ
よ

P
も
活
動
そ
の
も
の
が
生
命
を

意
味
し
て
ゐ
る
。
人
制
酬
の
文
明
史
は
建
設
、
破
捕
事
‘
品
五
日
、
患
を
も
凌
駕
し

つ
L

運
行
し
、
今
日
の
文
明
史
に
迄
、
到
ら
し
め
た
。
此
の
M
股
・
史
運
行
の

事
貨
の
中
に
宇
宙
の
大
生
命
の
涜
れ
を
感
ザ
ざ
る
を
ね
な
い
。
流
縛
生
滅

し
、
出
波
荘
厳
し
て
ゆ
〈
此
の
流
れ
は
人
類
の
生
命
の
大
長
茶
雑
で
あ
る

生
命
と
は
活
動
鑓
化
を
意
味
し
て
ゐ
る
。
善
悪
の
相
針
も
合
み
、
間
百
仰
す

べ
き
神
秘
性
を
持
績
し
て
ゐ
る
不
思
議
の
訟
で
あ
る
。
伺
キ
の
生
命
は
相

性
健
を
持
ち
、
力
作
因
縁
果
報
等
の
本
来
等
し
き
機
縁
を
持
綬
活
動
せ
し

め
て
、
夫
キ
制
出
品
部
活
動
を
起
し
、
十
回
咋
現
象
を
互
具
互
願
せ
し
め
て
無
限

の
事
象
を
現
出
せ
し
め
て
ゐ
る
。
と
れ
が
血
な
ま
戸
、
さ
き
業
縁
。
上
に
精

紳
文
化
を
創
建
し
、

χ
強
烈
な
る
道
徳
意
識
の
満
足
へ
更
に
、
事
貨
の
全

世
へ
と
の
深
き
宗
致
的
自
箆
の
認
識
を
深
め
つ

L

絶
え
間
な
量
生
存
の
闘

争
を
持
績
し
ヮ
、
プ
も
、
・
園
長
時
把
縄
の
匁
め
、
ひ
た
す
ら
な
る
意
欲
の
羽
翼

を
鋪
げ
て
、
飛
躍
せ
ん
と
す
る
も
の
L

正
鍛
で
る
る
の
か
。
奇
キ
の
小
主

取
を
無
限
に
凌
駕
し
て
ゐ
る
属
の
不
可
思
議
の
相
は
、
星
雲
の
紗
諮
も
湖

の
干
揃
も
血
球
の
運
行
を
も
頁
き
、
限

P
無
き
矛
盾
の
封
立
を
も
包
録
す

る
偉
大
な
る
ま
宮
な
る
生
死
の
法
、
ル
一
命
活
動
輔
生
の
法
は
、
又
、
白
蓮

一
五
四

回

中

泰

開

撃
の
ζ

込
ろ
で
も
る
ら
う
か
。
生
死
一
大
事
血
脈
紗
に

「
依
正
ト
一
五
7

A
生
死
ナ
U
J
。
生
死
之
レ
有
レ
パ
、
悶
呆
又
蓮
華
／
法
ナ

ル
コ
ト
明
ケ
シ
」
在
、

死
を
離
れ
て
生
な
〈
、
生
中
に
死
あ
り
、
死
中
に
生
あ
り
、
而
も
生
が
拍
閑

静
な
れ
ば
死
も
又
、
清
田
市
で
あ
る
。
凶
中
に
巣
あ

P
、
泉
中
に
図
る

P
て

何
れ
を
生
と
し
何
れ
を
死
と
し
何
れ
を
凶
と
し
何
れ
を
呆
と
す
べ
き
か
そ

の
崎
町
咋
な
し
。
時
明
、
梓
然
た
る
川
縁
呆
報
の
相
脳
同
流
持
活
動
あ
る
の
み
モ

あ
る
。
故
に
死
は
生
命
の
終
止
明
、
も
な
〈
、
如
何
に
し
て
も
逃
れ
難
い
生

の
一
一
闘
で
も
あ
る
。
第
貨
的
に
「
色
」
の
貴
国
咋
に
・
在
り
し
も
の
を
、
現
貨

的
に
「
空
」
の
世
界
に
入
ら
し
む
る
も
の
、
此
の
生
命
の
機
構
と
そ
宗
教

的
な
苔
根
本
課
題
で
る
る
と
忠
は
れ
る
。
宗
教
に
云
ふ
絶
針
境
な
る
も
の

に
建
せ
ん
に
は
新
〈
の
如
〈
現
象
、
央
キ
に
二
元
の
封
立
あ
る
と
共
に
u
k

俸
の
相
を
打
破
し
て
闘
融
の
慢
に
入

P
、
相
即
不
二
の
君
臨
得
が
無
付
れ
ば

な
ら
ぬ
。
沓
キ
の
菩
提
心
、
と
れ
は
蓮
華
の
と
、
ろ
で
る
る
。
菩
提
心
の

血
肉
を
な
す
も
の
は
煩
悩
そ
の
も
の
で
も
あ
る
。
泥
無
く
し
て
蓮
華
は
咲

か
ぬ
。
生
命
所
具
の
カ
は
煩
簡
の
関
よ
り
、
一
切
の
機
縁
を
受
け
て
己
れ

自
身
を
具
願
し
て
ゆ
〈
。
機
即
ち
信
ず
る
者
の
生
命
に
於
て
封
立
的
小
殺

の
妄
見
を
脱
し
て
例
人
的
人
格
の
成
長
を
繍
げ
て
行
〈
。
と
札
が
獲
に
刷
岬



L
て
不
努
な
る
生
命
の
飛
躍
、
歩
キ
行
程
、
と
れ
自
然
法
爾
の
相
に
過
ぎ

な
い
。
即
ち
信
ず
る
自
己
主
は
何
で
あ
る
か
、
コ
一
業
力
に
よ
っ
て
鱗
受
愛

取
を
銭
し
、
以
て
自
ら
の
本
鐙
を
規
到
し
て
、
そ
れ
ん
＼
相
性
刷
版
力
作
因

縁
果
報
を
字

mm枇
舎
に
占
有
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
義
縁
に
依
っ
て
善

人
の
十
如
是
を
占
有
し
、
悪
縁
に
依
ワ
て
恋
人
の
十
如
是
を
占
有
し
て
行

〈
に
外
な
ら
な
い
。
此
の
貧
相
貌
は
、
品
川
教
濁
特
の
衆
生
救
済
の
開
法
と

し
て
立
て
ら
れ
た
も
の
故
、
「
行
」
を
離
れ
て
共
の
立
脚
地
を
見
出
し
得
な

い
の
で
あ
る
。

行
は
即
ち
貿
在
に
徹
す
る
も
の
で
あ
る
。
行
と
は
由
民
理
の
抗
接
的
把
握

で
あ
る
＠

へ
プ
ラ
イ
の
詩
人
、
ョ
プ
は

「
我
、
裸
－
一
一
ア
母
ノ
胎
ヲ
向
J
7
9
9
、
叉
、
裸
－
一
テ
彼
所
－
一
賜
－
フ
シ
」
と

一
ズ
ワ
て
ゐ
る
。
耳
目
今
の
信
仰
は
逃
れ
ら
れ
ぬ
生
滅
の
法
と
一
つ
に
な
っ
て

無
限
な
る
大
生
命
の
流
れ
に
融
け
入

P
、
火
ム
』
水
と
、
邪
と
正
と
、
肉
と

惑
と
を
越
え
て
、
又
、
封
立
を
夫
キ
控
験
し
味
到
し
符
る
宗
教
の
境
地
に

入
ら
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
無
限
絶
封
の
債
値
を
有
限
の
相
釣
的
な
剃
那

に
於
て
隣
験
し
得
る
委
を
行
と
一
瓦
ふ
の
で
あ
る
。
吾
々
は
即
ち
、
生
命
と

世
界
と
を
連
繋
し
光
彩
焚
キ
た
る
震
性
の
不
可
思
議
な
る
機
微
在
、
生
き

る
も
の
一
切
の
動
機
力
が
無
作
の
作
と
し
て
の
苦
柴
田
弁
沈
自
在
の
徳
用
と

を
信
じ
て
ゐ
る
。

仰
陀
は
此
の
最
勝
の
本
理
を
問
責
し
た
。
此
の
一
大
事
悶
縁
を
忘
却
の

谷
に
地
れ
で
は
な
ら
ぬ
。
善
人
の
生
命
は
、
そ
の
本
質
と
し
て
の
償
値
は

久
、
無
阪
の
存
在
で
あ
る
な
ら
ば
貨
に
ワ
ま
ら
な
い
。
偽
陀
は
三
千
五
具

人

探

司
E
』
胴
ド

の

)'! 

の
秘
鎗
を
以
て
、
生
命
の
戒
を
開
い
て
、
其
の
中
の
一
切
の
的
統
的
存
杭

を
解
放
し
た
。
即
ち
償
値
開
鮪
の
哲
与
は
一
念
三
千
訟
設
以
て
地
獄
か
ら

怖
界
迄
の
十
稜
の
偵
値
を
問
問
削
し
、
此
の
個
身
生
命
の
自
嬰
せ
る
偵
依
は

品
川
界
的
大
生
命
海
に
自
浮
自
影
し
て
ゐ
る
も
の
込
絶
針
債
値
そ
の
も
の
で

あ
る
事
を
知
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
鏡
を
雨
商
相
針
せ
し
む
れ
ば
、
雨
ん
吋

相
関
し
て
無
限
の
鋭
像
を
作
る
ち
あ
ら
う
。
無
限
と
は
詐
分
が
ん
ム
搬
を
表

現
す
る
時
、
そ
の
無
限
的
際
系
を
作

P
肉
す
の
で
あ
る
。
部
分
と
み
一
慨
。

今
、
へ

1
ゲ
ル
の
提
示
す
る
庭
を
見
れ
ば
、

「
高
物
の
本
控
は
同
市
叫
高
至
妙
の
有
機
慌
で
、
自
ら
開
展
す
べ
き
内
郊
の
必

要
に
よ
り
、
森
羅
蔦
象
と
な
る
」
主
一
氏
ふ
の
も
、
之
れ
に
近
い
認
識
で
あ

る
と
息
は
れ
る
。
偽
陀
的
生
命
の
無
上
償
値
こ
そ
、
－
無
限
縦
割
の
何
同
値
一
じ

あ
る
。
と
れ
に
抱
持
せ
ら
れ
共
に
限
り
、
共
に
日
嗣
憎
む
正
一
五
ふ
内
副
党
は
、

吾
奇
に
と
ワ
て
品
川
陀
的
生
命
の
怖
い
念
不
忠
で
あ
る
。
品
川
陀
確
認
の
永
純
化

は
吾
人
に
と
ワ
て
常
位
の
新
り
そ
の
も
の
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

「
タ
ず
悌
＝
成
ラ
シ
ム
ト
忠
ア
パ
カ

P
ナ
リ
」
の
祈

P
こ
そ
、
由
民
の
品
川
陀

へ
の
飛
躍
で
あ
る
。
此
蕗
に
「
い
の
ち
」
の
止
揚
が
あ
る
。
事
貨
の
人
L
園
田

正
L
て
の
良
質
性
を
要
求
す
る
の
も
此
慮
で
あ
る
。
も
と
よ
り
自
分
は
動

物
封
人
間
の
事
貨
を
以
て
直
ち
に
、
人
間
釘
備
陀
へ
の
金
持
性
へ
と
飛
躍

を
試
み
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
然

L
試
み
に
白
山
へ
、
地
上
の
不
認
可

不
正
、
不
貨
な
る
も
の
も
、
義
、
一
止
、
良
質
な
る
も
の
と
共
に
慈
雨
に
許

せ
し
め
る
、
平
和
の
鳩
と
符
猛
な
る
野
款
と
を
地
上
に
共
に
柊
息
せ
し
め

て
ゐ
る
。
人
閃
の
本
質
の
中
に
は
義
惑
の
こ
う
の
要
素
が
不
断
に
闘
争
L

て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
回
陀
史
を
一
貫
し
て
ゐ
る
生
命
の
流
れ
争
獣
剖
附
し
て

一
五
五



人

喧〉

捺

同
H
U
V

H
ド

jミ

見
よ
ー
そ
の
流
れ
を
亥
閉
す
る
法
則
は
怒
を
受
け
容
れ
ぬ
遺
徳
律
を
も

超
越
し
、
義
惑
を
合
み
得
る
法
則
で
あ
る
。

天
台
は
「
叡
普
玄
義
」
に
性
具
設
を
設
へ
て

「
脊
等
、
性
具
と
し
て
一
一
一
千
を
具
す
る
敢
に
、
仰
陀
も
惑
を
断
ず
る
能
は

ず
、
地
獄
の
依
正
も
級
車
の
自
心
に
在

p
」
と
示
し
た
の
も
此
慮
で
あ
る

何
撃
か
の
「
怒
」
を
前
徒
と
す
る
事
に
依
ワ
て
宗
教
の
救
櫨
聞
は
目
的
を
樹

立
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
現
食
世
界
は
常
恒
に

E
K
不
正
、
善
と

謀
と
の
闘
争
複
に
あ

p
、
倫
ほ
そ
の
中
に
於
て
生
存
の
保
件
に
活
き
ん
と

し
て
ゐ
る
の
で
る
る
。
也
m臨
糊
も
反
惑
も
自
然
に
意
識
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
段
階
に
於
て
人
間
同
士
の
編
曲
事
を
折
田
て
平
面
的
に
繍
が
ら
ん

と
す
る
意
識
を
も
燃
え
立
た
し
め
て
、
「
生
命
」
の
意
義
た
る
趨
越
的
規
絡

を
穆
験
せ
ん
と
願
ふ
も
の
で
あ
る
。
此
の
超
越
的
規
範
は
内
在
し
つ
弘
、

荷
も
現
貧
困
介
に
超
越
し
て
永
遠
に
存
し
て
ゐ
る
。
内
在
却
超
越
に
し
て
、

特
殊
F
都
分
）
主
普
遍
（
金
風
E

U

K
は
綜
合
せ
ら
れ
、
相
劃
的
制
那
に
於

て
、
意
識
現
象
の
吊
官
官
性
を
も
認
識
し
、
受
賞
性
を
も
誠
充
せ
ん
と
す
る

の
で
あ
る
。
叡
智
的
人
格
性
は
此
虎
に
在
る
。
患
の
意
識
機
能
は
何
魔
に

存
す
る
か
。
方
シ
ト
に
於
て
も
見
出
し
得
な
い
と
断
言
し
て
ゐ
る
。
必
然
的

な
る
規
範
が
な
い
と
一
区
ふ
の
で
あ
る
。
宗
敬
の
救
済
な
る
も
の
は
心
震
の

救
済
の
み
を
目
的
と
し
て
は
ゐ
な
い
で
あ
ら
う
。
人
間
の
性
絡
の
内
に
潜

在
す
る
罪
悪
性
を
も
認
識
し
、
そ
れ
の
束
縛
よ
り
も
解
放
せ
ん
と
す
る
慮

に
宗
教
の
罪
悪
視
の
特
色
が
存
す
る
＠
今
、
吾
々
は
人
間
の
隷
慈
の
意
識

を
封
献
曾
、
即
ち
人
聞
と
人
間
と
の
封
立
醐
係
に
於
て
起
る
意
欲
也
と
認

め
る
な
ら
ば
、
宗
教
救
済
の
目
的
は
心
震
の
み
の
救
済
で
な
〈
、
一
事
枇

－－
L
A

、

－3
4
J
r
 

合
浮
化
へ
の
一
一
鞭
を
加
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
概
念
的
の
み
な

る
慰
安
は
眠
れ
る
獅
子
を
怒
ら
す
の
一
途
な
る
の
み
の
場
合
を
思
考
す
べ

き
必
要
が
あ
る
。
枇
舎
力
に
比
す
べ
き
教
闘
の
溌
勤
救
済
の
行
遣
を
待
つ

べ
き
は
此
鹿
で
あ
る
。
：
：
：
概
念
を
救
へ
ば
人
閉
そ
の
も
の
を
救
ひ
得
る

と
自
認
す
る
事
は
人
間
と
枇
舎
の
依
正
を
忘
れ
た
る
大
諜
謬
で
あ
る
。
宗

教
救
済
原
理
の
襲
揚
貸
践
の
上
に
於
て
は
救
済
方
法
論
の
確
立
を
必
要
と

す
る
事
、
諭
を
待
た
な
い
。
只
今
、
自
分
は
宗
教
的
自
民
犯
の
上
よ

P
生
命

に
就
い
て
の
章
を
述
べ
た
の
に
過
ぎ
な
い
。
「
行
」
の
上
に
の
み
「
い
の
ち
」

は
存
在
債
値
を
持
続
す
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
認
識
と
そ
宗
教
へ
の
第
一

歩
で
あ
る
と
信
ず
る
が
故
で
あ
る
。
生
命
機
構
の
中
に
相
反
す
る
二
重
性

ζ

そ
宗
教
に
入
る
べ
き
課
題
で
る

p
、
入
信
の
内
に
於
て
槻
憎
し
迭
に
冷

暖
自
知
の
勝
政
を
趨
じ
て
飛
躍
せ
ん
と
す
る
行
と
そ
、
貨
や
杭
構
成
の
不
可

思
議
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

x

x

x

 

ニ
、
民
刷
耐
性
に
闘
す
る
章

官
同
物
の
動
向
は
総
て
宗
教
の
霞
明
と
、
其
の
隼
般
と
を
目
的
と
し
て
ゐ

な
け
れ
ば
な
ら
向
。
然
し
無
神
論
者
は
、
人
間
の
悲
惨
を
認
め
て
神
の
存

在
を
否
定
し
、
或
は
人
間
の
中
に
榊
を
認
め
て
人
聞
の
悲
惨
を
否
定
す
る

今
、
反
問
し
て
見
ょ
う
。
人
選
と
か
遺
徳
律
な
る
も
の
は
生
命
の
民
組

を
指
導
し
符
る
で
あ
ら
う
か

F
善
悪
美
醜
、
普
融
市
吉
凶
糊
縞
蛇
干
の
矛
屑
背

反
せ
る
巷
に
於
て
「
あ
ち
ら
立
て
ば
と
ち
ら
立
た
ず
、
と
ち
ら
立
て
ば
あ
ち

ら
立
た
ず
。
」
と
一
切
の
生
命
事
現
の
一
大
柑
桶
の
中
で
玉
石
問
時
併
の
相
を

示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
再
び
試
問
す
る
な
ら
ば
、
愛
情
、
邪
夜
、
告
ロ
M
門



副
刷
耐
籍
、
先
づ
一
一
切
生
命
事
賞
、
人
事
現
象
を
ば
未
分
一
如
の
相
に
於
て

思
惟
し
て
見
よ
！
寅
在
と
は
何
で
あ
る
か

F
凡
て
偉
大
な
る
も
の
は
嵐
の

中
に
立
ワ
て
ゐ
る
。
農
政
は
暴
寛
相
お
的
な
も
の
L
巾
に
あ
る
。
唯
一
の

民
政
と
は
貨
に
大
矛
盾
の
民
理
で
あ
る
。
矛
盾
を
矛
盾
で
な
い
主
承
認
し

得
る
人
身
は
員
貸
の
宗
教
人
で
あ
る
。
大
哲
、
方
シ
ト
に
於
て
も
、
そ
の

緑
讃
論
第
一
章
に
、

純
粋
組
性
の
二
律
背
反
に
倒
し
て
、
二
律
背
反
の
是
認
せ
ざ
る
べ
か
ら

ざ
る
を
設
い
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
。
相
劉
矛
盾
性
の
綜
合
的
止
錫
が
宗
教

で
あ
る
。
一
切
人
事
現
象
を
未
分
一
如
の
相
に
於
て
観
察
せ
よ
。
然
る
後

そ
の
如
斯
く
種
・
4

の
封
立
と
な
っ
て
願
れ
、
歴
史
と
な
ワ
て
流
れ
貨
現
す

る
相
、
そ
の
過
程
に
於
て
誇
明
附
り
る
な
れ
ば
、
初
め
て
正
し
き
認
識
が

符
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
に
夜
ワ
て
如
何
に
し
て
信
仰
の
自
向
性
を

認
め
た
で
あ
ら
う
か
。
「
貸
践
斑
性
批
列
」
に
次
の
如
〈
述
べ
て
ゐ
る
。

「
意
志
ト
道
徳
律
／
完
全
ナ
ル
調
和
ヲ
得
ル
ヨ
ト
ハ
、
我
等
ノ
肉
強
的
生

活
／
世
界
－
－
於
テ

ρ
不
可
能
ナ
事
J
T
ア
ル
。
サ
レ
パ
貨
践
現
性
／
立
場
ヨ

リ
考
7

レ
パ
、
爾
者
／
完
全
ナ
ル
調
和
ヲ
得
シ
ガ
怨
一
一
ハ
我
等
ノ
道
徳
生

活
ハ
無
限
品
向
上
見
ベ
キ
モ
ノ
ナ
ル
事
ヲ
信
ゼ
ネ
パ
ナ
ヲ
ー
。
而
シ
テ
斯

a
N

無
限
ノ
向
上
ハ
、
同
一
ノ
合
理
的
人
格
ガ
無
限
二
生
存
シ
得
ル
ト
俄
定

シ
ナ
始
メ
テ
可
槌
デ
ア
ル
。
即
チ
霊
魂
不
滅
J
T
ア
ル
。

最
高
養
ナ
ル
モ
ノ
ハ
貨
際
品
一
於
テ
震
魂
不
滅
ノ
仮
定
ノ
上
＝
立
ツ
テ
ヨ

ソ
可
能
デ
ア
ル
。
霊
魂
不
滅
ト
道
徳
ト
ハ
斯
ノ
如
ク
密
接
＝
閥
聯
シ
テ
ヰ

ル
。
」
と
、
即
ち
方
シ
ト
は
倫
理
皐
上
の
必
要
よ
目
積
続
的
に
、
道
徳
の
完

成
の
銭
に
骨
量
魂
不
滅
也
と
の
信
仰
の
自
由
を
訟
ぬ
た
の
で
あ
る
。
人
類
の

人

標

｝~ 

間

‘'7) 

回
股
史
を
遡
じ
て
要
求
せ
ら
れ
る
の
は
神
備
で
あ
る
。

A
，
宇
此
の
要
求
は
側

人
心
理
的
事
貨
か
ら
、
漸
次
に
枇
合
意
識
的
事
貧
に
迄
、
延
岡
田
せ
ざ
る
を

得
な
い
時
期
を
迎
へ
た
。
即
ち
批
舎
に
必
要
な
る
幼
呆
を
寄
奥
す
る
底
の

宗
教
ζ

昇
、
、
現
代
に
要
求
せ
ら
れ
る
宗
敬
で
る
る
。
有
限
に
し
て
然
も
塊

貧
枇
舎
の
中
に
確
貨
に
榊
仰
を
賃
設
し
、
働
側
土
を
食
現
す
る
事
の
外
に

現
代
に
安
賞
す
る
紳
働
観
念
は
な
い
。
「
法
華
絞
」
に

「
誇
所
訟
法
、
隠
其
義
能
、
皆
奥
貧
相
不
相
違
背
、
来
設
俗
悶
伽
阻
害
、
治

世
話
賞
、
資
生
業
等
、
皆
順
正
法
。
」
と
あ

p
、
法
務
に
明
す
貧
相
思
想
は

枇
曾
現
象
を
し
て
皆
、
中
道
貧
相
の
息
吹
を
奥
へ
る
も
の
と
指
示
し
て
あ

る
。
日
蓮
主
義
の
目
取
勝
本
拠
の
宣
揚
と
、
岡
家
を
救
済
す
る
現
貸
的
批
合

的
実
践
救
済
の
冥
合
を
明
し
た
重
要
な
る
点
で
あ
る
。
須
ら
〈
貌
食
よ

り
逃
避
し
機
土
厭
離
滞
土
欣
求
と
、
来
世
浮
土
の
金
色
阿
欄
陀
仰
と
の
封

面
を
願
ふ
よ
り
も
、
大
悟
一
番
、
現
貨
の
修
羅
活
動
場
裡
に
馳
厳
し
て
、

其
慮
に
不
朽
の
生
命
を
樺
得
す
る
こ
そ
、
男
子
の
本
懐
と
一
五
ふ
べ
き
で
あ

ら
う
。
而
し
て
奇
人
存
在
す
る
委
が
行
そ
の
も
の
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い

現
貨
の
滞
土
建
立
に
蛍
っ
て
、
常
に
法
身
と
停
に
あ
る
が
如
き
、
現
象
即

宗
教
的
貿
在
也
と
の
白
昼
を
持
っ
て
、
行
道
せ
ね
ば
な
る
ま
い
c

神
仰
へ

の
絶
大
な
る
信
仰
あ
り
て
こ
そ
、
岡
家
威
的
運
動
へ
も
協
力
し
得
る
。
吾

，
有
の
生
活
態
度
は
法
華
小
川
・
搾
の
行
指
顕
現
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
関
山
本

即
妙
法
蓮
華
ω般
の
民
間
具
湯
本
間
門
土
妙
の
一
大
認
識
の
下
に
於
て
ピ
あ
る

本
内
本
果
の
本
質
も
一
，
行
」
日
じ
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
雌
宮
崎
酬
と
は
「
行
」
の

集
積
だ
。
歴
史
の
上
に
於
て
宗
教
似
験
の
頂
点
に
は
最
も
生
身
し
き
生
命

現
革
の
苦
果
を
、
先
人
は
な
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
宗
教
抑
制
作
の
心
臓
は

一
五
七



人

標

}-!. 

同リeaa 

の

紳
仰
に
抱
か
れ
ん
止
す
る
人
間
本
有
の
要
望
は
、
・
人
類
文
化
の
流
引
い
る
生

命
の
奥
に
秘
め
ら
れ
た
無
言
の
脈
揮
で
あ
っ
た
。

日
本
民
挨
を
養
っ
て
来
た
「
い
の
ち
」
の
中
で
仰
殺
ほ
ど
、
就
巾
、
大

衆
の
本
箆
、
国
民
如
思
想
性
、
大
き
な
養
分
を
奥
へ
た
も
の
が
あ
る
だ
ら
う

4
H

。大乗
の
嗣
叶
稼
が
、
科
血
中
性
を
把
握
し
得
る
根
嫁
に
於
て
、
再
吟
味
し
て

日
本
主
義
の
根
源
と
し
、
宗
教
的
情
操
の
向
上
前
治
の
糧
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
忠
へ
る
の
で
あ
る
。
世
界
大
職
以
後
、
世
界
を
風
廃
し
た
反

宗
教
運
動
は
自
然
科
皐
、
枇
舎
科
阜
の
見
地
よ
明
、
働
教
の
校
心
的
問
題

へ
、
信
仰
保
目
に
反
撃
の
槌
を
下
し
た
。
然
し
吾
キ
は
此
の
観
察
の
良
質

性
を
承
一
巡
す
る
と
同
時
に
、
時
移
り
て
今
日
、
此
の
反
撃
を
超
へ
て
．
形
而

上
摩
復
興
の
漂
〈
。
而
し
て
科
皐
の
反
撃
は
悶
果
性
の
遁
求
に
在
っ
た
の

で
あ
る
。
大
乗
の
見
地
は
質
花
闘
一
機
皐
と
し
て
存
在
し
た
。

今
、
此
の
ニ
ワ
の
立
場
を
再
吟
味
す
る
時
、
偽
教
の
賀
利
折
目
頭
に
示
す

縁
起
正
一
五
ひ
、
貧
相
と
一
五
ふ
も
、
そ
の
見
方
の
立
脚
地
は
「
五
兵
問
磁
」

な
る
を
認
識
す
る
な
ら
ば
、
閃
来
性
の
深
き
内
商
的
欲
求
と
諦
観
あ
る
を

知
り
得
る
の
九
じ
あ
る
。
所
謂
、
事
常
住
の
法
門
に
「
無
限
」
と
名
づ
け
る
。

此
の
無
阪
と
は
紳
仰
の
委
で
あ
る
。
即
ち
紳
備
は
無
限
止
云
ふ
形
を
も
ワ

で
一
不
穎
す
る
も
の
だ
と
伐
す
事
は
偽
数
哲
理
上
、
重
要
な
る
事
で
あ
る
。

ζ

の
無
限
に
お
し
て
幾
多
の
皐
者
が
研
究
し
た
の
で
あ
る
が
、
近
代
数
皐

の
天
オ
、
デ

I
キ
シ
ト
の
設
明
す
る
虎
に
よ
れ
ば

｛
．
無
限
ト
ハ
部
分
ガ
金
控
ヲ
表
現
λ

ル
集
合
方
無
限
ノ
控
系
ヲ
構
成
ス
ル

／
」
ア
ア
ル
。
即
チ
、
会
鰻
卜
部
分
ト
ガ
相
似
的
関
係
ζ

反
射
的
ナ
ル
時
、

一
五
八

無
限
ト
一
五
フ
也
」
と
定
義
づ
け
て
ゐ
る
の
を
見
る
。
今
我
キ
の
神
仰
常
一
び

に
吠
界
は
、
「
無
限
の
統
一
’
」
に
向
っ
て
凝
視
し
進
展
し
つ

L

あ
る
を
考
ふ

る
時
、

J
T
l

キ
シ
ト
の
設
が
、
仰
敦
賀
相
論
の
泊
確
な
る
裏
付
け
た
る
事

を
護
見
す
る
。
即
ち
「
十
界
一
丸
兵
一
念
一
一
一
千
」
の
哲
摂
に
於
て
、
「
一
一
法
界

具
二
十
法
界
こ
止
一
式
ふ
の
は
、
丁
度
牛
同
が
会
闘
を
具
す
と
一
再
ふ
泣
剛
山
と

な
る
。
換
言
す
れ
ば
一
一
法
界
具
十
法
界
と
は
部
分
が
、
会
岨
置
を
表
現
し
て

無
限
に
後
展
す
る
の
で
あ
る
。
自
我
備
の
「
我
常
住
於
此
」
の
「
此
」
と

は
空
間
的
な
る
部
分
を
一
不
し
、
「
我
住
」
と
は
今
一
棋
を
具
す
る
を
阿
酬
は
す
の

で
あ
る
。

「
御
義
口
俸
」
に
臼
〈

「
白
存
自
影
の
鏡
と
は
妙
法
蓮
華
材
料
是
也
」
在
、
4

青
々
自
身
、
自
ら
瀬
川
川
…

す
る
時
、
能
附
…
は
会
慢
で
、
所
開
…
は
部
分
で
あ
る
。
然
る
に
所
開
…
の
我
は

寄
人
の
観
照
の
お
象
と
な
ワ
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
能
関
の
我
」
は
我
と
非

我
と
の
統
一
者
で
あ
る
か
ら
、
即
ち
観
照
し
能
は
ざ
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
次
に
、
能
照
の
我
と
叡
聞
…
し
た
る
時
打
、
共
は
所
照
の
我
で
、
此

慮
に
第
二
の
常
総
の
我
が
無
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
慮
に
於
て
、
此
の
能
所

ご
っ
の
我
を
尚
一
の
自
我
と
見
倣
す
事
に
依
ワ
て
無
限
の
白
史
的
溌
反
を

お
す
の
で
あ
る
。
（
ζ

れ
は
天
台
も
事
問
一
二
重
の
能
所
翻
に
於
で
示
し
て
ゐ

る
）
寄
人
が
時
間
、
空
間
を
無
限
と
H
A
る
の
も
此
の
無
限
の
後
展
を
す
る

自
我
の
本
陸
を
射
影
し
て
見
る
か
ら
で
あ
る
。
「
自
浮
自
影
の
鋭
」
。
詩
人
は

即
ち
自
我
の
無
限
融
政
展
と
共
に
、
自
分
が
自
我
を
愛
す
る
究
党
地
に
「
十
平

等
」
の
光
被
力
を
見
出
し
、
衆
生
凡
夫
の
一
念
に
本
仰
の
全
身
主
し
空
す

と
の
歎
喜
を
杷
握
し
得
る
の
で
あ
る
。
即
ち
寄
人
の
分
裂
せ
る
芯
識
が
信



の
力
に
依
ワ
て
統
一
さ
る
、
株
態
と
し
て
の
意
識
統
一
が
貿
易
す
る
時
、

我
心
を
以
て
本
来
館
重
也
主
の
統
一
あ
る
自
意
識
の
閥
現
愛
展
を
鑓
し
得

る
の
で
あ
る
。
是
れ
を
「
幅
削
心
本
隼
｝
と
言
ふ
。
法
嗣
自
然
な
る
光
化
門

の
展
開
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
叉
、
高
物
質
友
の
法
則
で
あ
る
十
如

是
円
相
‘
性
、
限
、
力
、
作
、
凶
、
縁
、
果
報
本
来
究
党
籍
）
を
見
る
時

ア
リ
昆
ト
テ
レ
見
及
び
力
シ
ト
の
以

H
上
げ
て
ゐ
る
自
然
科
率
的
範
晴
で

あ
る
事
を
知

P
得
る
。
此
虞
に
於
て
一
念
一
一
一
千
観
は
是
れ
、
純
然
た
る
貧

相
認
識
論
と
見
倣
し
て
も
可
で
あ
ら
う
。
何
は
と
も
あ
れ
、
．
骨
骨
の
意
識

の
創
態
的
俊
民
と
か
、
生
命
の
施
れ
と
か
云
ふ
も
の
は
皆
、
「
互
具
」
の
本

質
に
外
な
ら
な
い
。
者
キ
が
偽
陀
と
な
る
事
は
、
働
陀
的
生
命
的
自
副
賞
に

基
く
も
の
で
、
吾
人
は
生
命
の
白
昼
を
符
れ
ほ
備
陀
で
あ
り
、
自
覚
を
失

へ
ば
一
拘
び
凡
夫
に
還
隠
す
る
。
返
縛
す
る
の
は
、
九
界
的
生
命
が
働
界
的

生
命
に
統
一
さ
れ
な
い
で
、
伺
キ
が
何
時
迄
も
孤
立
の
快
態
に
在
る
か
ら

で
る
る
。
然
し
乍
ら
、
宇
宙
の
存
花
物
は
、
善
悪
雨
性
の
羽
生
、
相
魁
す

る
事
に
よ
ワ
て
生
命
的
活
動
力
を
見
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
働
陀
は
善
の

究
覚
者
な
る
故
、
徴
少
な
惑
も
具
せ
な
い
も
の
と
思
惟
す
る
も
の
は
、
高

有
貧
相
の
知
見
た
る
本
倒
的
（
一
大
生
命
活
動
体
の
認
識
）
な
「
見
方
」

を
知
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
金
字
山
山
は
久
遠
よ
り
側
奇
的
な
存
在
で
な
〈

而
も
側
キ
に
例
性
を
本
有
し
溌
揮
し
乍
ら
、
相
互
的
な
微
妙
な
血
肉
相
通

じ
て
ゐ
る
親
子
的
関
係
を
以
て
連
環
さ
れ
た
閥
融
燃
で
あ
司
、
世
界
寓
有

0

0

0

 

の
究
相
を
微
H
比
し
て
、
そ
の
民
到
性
を
生
命
と
し
て
法
界
一
一
慢
の
経
費
鏡

に
在
る
本
仰
が
、
濁
り
本
性
具
の
惑
を
嫌
悪
し
て
具
有
せ
ぬ
と
云
ふ
な
ら

ば
、
そ
れ
は
片
輸
の
備
で
あ
b
、
然
組
聖
人
の
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
以

人

の

摂

nuHV I
 

｝と

て
一
水
さ
れ
一
大
生
命
控
（
本
側
）
で
は
あ
り
符
な
い
の
で
あ
る
。
何
は
と

も
あ
れ
、
個
人
慢
系
で
あ
り
枇
合
観
系
で
あ
P
岡
家
慢
系
．
で
る
る
共
、
其

の
最
後
の
究
覚
地
、
調
和
の
朕
態
は
「
闘
融
互
具
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

要
す
る
に
久
遠
本
備
の
大
生
命
の
中
に
自
己
の
本
性
を
見
出
し
、
円
以
勝
の

本
娘
、
法
事
旬
艇
の
正
見
を
根
本
装
礎
と
し
て
、
孤
立
散
漫
な
る
や
一
命
を
信

念
化
し
、
自
己
の
生
活
の
浮
化
鱒
換
、
延
い
て
は
枇
舎
、
岡
家
の
改
造
へ

と
行
滋
賀
践
化
す
る
事
が
「
即
身
成
働
」
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

吾
人
は
仰
回
作
の
統
一
に
就
て
、
「
本
来
清
穆
」
と
、
「
無
限
浮
化
」

ω向
上

的
償
依
を
確
信
し
て
ゐ
る
。
方
便
品
の
「
唯
品
開
奥
仰
乃
能
党
議
」
の
純
劉

的
償
値
の
認
識
は
「
十
如
是
」
の
獅
自
自
立
性
を
週
じ
て
視
る
も
、
飽
〈

迄
、
動
掃
の
相
即
交
流
で
あ
り
、
無
限
に
側
性
を
擬
民
せ
し
め
て
、
則
備

を
現
成
す
る
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

x

x

x

 

＝
一
、
行
遣
に
関
す
る
章

次
に
、
「
行
詰
」
を
調

r
て
安
心
海
を
吟
味
し
て
蔵
ょ
う
。

ζ

の
場
合
、

人
間
存
ホ
の
賃
存
的
白
血
買
に
非
ず
し
て
、
一
回
世
史
的
一
枇
合
的
存
在
の
絶
針
現

質
的
行
民
的
自
民
日
で
る
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
倫
理
的
行
箆
の
嵐
山
史

的
枇
合
的
現
貨
に
到
す
る
揚
合
、
必
然
的
に
「
理
論
」

k
「
現
貨
」
と
の

二
律
背
反
を
伴
ひ
採
り
、
オ
畳
の
絶
針
否
定
と
、
経
針
債
依
あ
る
所
信
の

境
と
が
同
時
相
閥
的
に
成
立
す
る
。
偽
の
前
に
は
「
我
」
は
無
盆
で
あ
る

所
謂
「
我
正
一
お
ふ
側
性
」
は
賞
在
的
本
我
に
非
ず
し
て
皆
、
自
己
創
造
の

設
で
あ
る
。
「
汝
年
断
行
是
菩
薩
抽
出
一
と
は
無
我
の
我
の
貨
践
の
相
で
あ
る

此
の
無
我
を
行
の
規
範
と
す
る
事
は
、
会
慢
性
を
針
自
的
に
宵
現
す
る
動

一
五
九



人
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的
統
一
形
成
を
窓
味
す
る
。
我
利
、
我
執
有
る
慮
、
浜
辺
も
陪
れ
、
正
訟

も
傾
斜
ぜ
ず
。
反
之
無
投
な
る
慮
、
慈
悲
起
目
、
知
H
懇
願
る
と
は
、
「
無
我

な
る
が
故
に
新
〈
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
の
大
乗
の
包
谷
崎
刑
判
と
な
っ
て

鮪
れ
る
の
で
あ
る
。

即
ち
、
「
者
回
婆
の
見
る
時
、
百
草
皆
崎
明
」
と
一
五
ふ
認
が
あ
る
が
、
名
時
閣
が

如
何
な
る
草
を
兄
て
も
此
れ
が
皆
、
良
楽
と
成
る
と
一
瓦
ふ
事
は
、
走
れ
無

我
な
る
が
放
で
る
る
。
不
粧
菩
薩
が
「
所
見
の
人
に
於
て
悌
身
を
見
る
」

と
は
法
華
経
に
設
か
れ
た
無
我
の
態
度
で
る
る
4
．
誼
狩
」
は
い
岨
…
我
の
自
問
覚

的
行
岱
で
あ
る
。
偽
致
を
一
貫
す
る
遣
は
無
我
で
あ
る
が
、
一
切
を
仰
と

し
て
誼
祥
蹄
命
ナ
る
棋
の
無
我
は
な
い
。
法
華
経
と
は
か
〈
も
切
貨
に
し

て
敬
皮
な
る
殺
読
の
出
不
敬
で
あ
る
。
御
義
口
俸
下
、
「
不
経
穂
芥
」
に
就
き

十
問
筒
之
住
所
を
切
す
o
是
れ
他
家
不
共
の
妙
談
に
し
て
、
印
刷
加
の
毒
一
不

し
給
へ
る
一
，
行
泣
」
の
寅
相
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
安
心
的
附
続
行
の
本

意
細
見
は
比
庭
に
於
て
又
、
品
同
極
な
し
。
「
呉
控
同
心
」
「
不
惜
身
命
」
の

行
刻
、
叉
是
庭
に
昨
日
す
る
も
の
と
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。
者
人
は
今
、
「
撃

も
叫
し
ま
ざ
る
南
無
妙
法
蓮
華
経
企
鳴
へ
来
る
」
正
一
五
ふ
こ
と
は
、
無
我

以
て
仰
り
hmu
設
と
慈
悲
の
幼
徳
を
山
以
ふ
べ
き
事
也
と
の
敬
一
示
で
る
る
。
唱

題
は
同
事
定
、
絶
針
償
値
的
自
我
願
裁
の
手
段
で
あ
っ
て
、
目
的
犯
握
の
源

動
力
企
成
る
も
の
、
日
的
は
即
ち
客
観
的
実
在
た
る
枇
合
凶
家
の
妙
法
化

に
依
る
人
心
安
住
の
境
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
存
キ
の
宗
教
的

安
心
は
歴
史
的
現
貨
の
寂
光
土
が
建
立
せ
ら
れ
て
生
ず
る
も
の
で
な
い
。

世
界
と
生
と
は
本
来
つ
（
ろ
は
ず
、
は
か
ら
ひ
な
〈
既
に
寂
光
土
な
の
で

あ
る
。
歴
史
的
現
実
の
寂
光
土
の
建
立
は
、
と
の
本
有
の
「
無
我
」
の
境

一
六

O

地
に
筏
み
符
る
者
に
し
て
始
め
で
生
ず
る
誓
願
行
で
あ
る
。
故
に
建
立
山

中
途
の
歩
キ
に
於
て
も
百
人
の
安
心
が
あ
る
と
同
時
に
、
一
歩
々
守
新
し

き
吠
外
の
積
Mm
的
建
設
と
な
る
の
で
あ
る
。
即
ち
現
質
的
妙
ぢ
的
世
界
建

立
は
出
来
覚
。
事
貨
に
即
す
る
放
に
、
其
の
貧
弱
り
伐
め
に
は
物
質
を
紛
糾

化
ず
る
の
実
践
行
道
と
な
句
、
理
柏
叫
悼
川
羽
り
枇
命
的
方
法
の
・
際
立
と
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
今
後
の
問
題
は
賀
行
の
方
放
論
催
立
で
あ
る
。
川
町
設

で
信
仰
事
貨
の
波
川
叫
す
る
、
又
ば
胴
引
接
さ
れ
る
身
口
志
一
一
一
業
0
4
4
持
と
一
五

ふ
は
、
第
一
に
精
神
、
第
二
に
言
論
と
貧
践
行
動
で
あ
る
。
此
庭
に
於
て

救
済
方
法
論
の
苛
立
と
共
に
、
－
口
人
が
理
想
実
塊
の
陣
地
め
に
自
主
的
努
力

の
一
石
を
置
き
一
一
樹
を
植
え
る
現
身
の
管
勉
、
生
命
の
燃
焼
に
無
限
的
償

値
を
認
識
す
る
官
民
に
、
同
蓮
主
義
の
安
心
を
発
見
す
る
。
信
念
無
我
の

醐
概
念
は
、
翠
な
る
観
念
に
非
ず
し
て
枇
曾
的
行
岱
と
成
る
。
信
仰
的
行
総

の
無
磁
自
向
性
は
、
人
間
の
生
命
が
不
滅
常
山
の
境
に
入
り
、
而

L
て
生

活
行
動
と
一
致
す
る
挙
に
依
て
溌
揮
す
べ
し
と
云
ふ
は
、
と
れ
常
談
で
あ

っ
て
、
宗
教
的
行
道
は
円
双
山
跡
の
本
理
願
揚
の
ぬ
め
に
、
通
一
働
土
の
理
想

を
一
位
合
的
凶
家
的
に
立
て
ん
と
す
る
努
力
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
大
打

の
へ
に
こ
そ
死
な
め
、
か
へ
り
見
は
せ
じ
」
の
日
本
人
的
大
悟
徹
底
の
安

心
生
活
を
全
う
し
て
こ
そ
、
行
人
の
生
活
貧
相
が
あ
る
。
此
際
、
岡
家
成

備
巡
の
飛
躍
に
、
減
死
奉
公
の
意
義
を
見
出
す
ζ

そ
、
宗
教
救
済
の
原
理

る
る
所
以
G
あ
り
、
仰
陀
精
神
の
把
持
幽
日
現
で
あ
ら
う
。
「
立
正
安
凶
」
と

は
岡
家
の
妙
法
一
一
光
化
の
挺
明
で
な
〈
て
何
ん
で
あ
る
か
。
一
止
法
一
乗
で

な
〈
て
は
岡
家
も
世
界
も
永
織
し
興
隆
し
な
い
と
の
主
張
で
あ
る
。
閑
民

の
持
つ
抽
似
て
の
宗
数
力
を
提
げ
て
問
家
、
乱
戦
闘
の
新
秩
序
建
設
の
時
期
は



帝
都
て
ゐ
る
c

紳
車
同
家
へ
の
殺
闘
の
選
準
は
始
ま
っ
て
ゐ
る
。
も
ろ
／
＼

の
仰
数
奇
問
、
あ

P
来
た
り
の
致
権
等
、
自
ら
の
小
さ
々
は
か
ら
ひ
を
拾

て
弘
、
紳
翠
凶
・
試
の
大
棋
の
下
に
一
元
化
せ
よ
。
問
問
民
の
主
師
親
と
し
て

の
天
皇
制
聖
観
念
に
封
ず
る
民
衆
の
枇
令
的
行
動
怠
の
矛
盾
を
指
蛸
指
導

す
る
事
が
仰
数
身
閣
の
「
行
道
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
会
岡
氏
の
共
存

共
栄
は
、
自
然
科
連
な
る
人
格
的
統
制
に
よ
る
無
限
的
偵
偵
創
迭
の
現
貧

祉
舎
的
生
活
機
能
の
組
織
按
系
の
中
に
在
る
時
、
－
H

〕
心
の
料
品
仰
を
同
組
問
的

関
係
か
ら
分
離
し
た
時
、
其
ト
路
氏
何
の
「
己
心
の
料
備
」
が
あ
円
符
ょ
う

吾
キ
の
行
選
。
根
・
本
行
裁
は
、
本
有
本
農
の
一
柳
仰
の
内
に
帝
人
の
生
命
を

確
認
す
る
に
在
る
。
人
間
の
中
か
ら
紳
偽
を
見
出
さ
ん
と
す
る
傾
向
が
、

往
キ
鉛
質
的
認
謬
を
犯
し
易
い
の
は
、
此
の
出
部
品
以
の
第
一
義
の
自
向
日
に
我

飯
倒
を
起
し
、
返
ワ
て
自
我
の
煩
悩
を
主
張
す
る
結
果
と
な
る
か
ら
ιに
あ

る
。
数
理
と
貧
践
内
の
本
質
始
民
軍
の
立
前
を
よ
く
分
別
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
珂
し
て
吾
キ
の
行
泣
は
、
凶
凪
回
想
怨
な
る
八
紘
一
宇
へ
め
ざ
す
叫

合
的
生
活
の
滋
化
創
造
的
関
係
に
於
て
、
凶
氏
神
の
肘
制
現
さ
れ
た
る
も
の

と
し
て
天
皇
紳
棄
を
認
識
し
、
日
本
間
家
成
働
運
動
を
翼
賛
す
る
の
で
あ

る
。
瓦
具
側
融
蔦
伏
本
一
何
事
常
住
の
法
界
を
再
認
識
せ
よ
。
品
川
法
王
法
、
民

俗
ニ
請
と
叫
ん
で
も
そ
れ
が
観
念
主
義
で
は
川
を
お
さ
な
い
。
新
ら
し
き

歴
史
が
涌
倒
せ
ん
と
し
、
新
ら
し
き
秩
序
が
建
立
せ
ら
れ
ん
と
し
て
ゐ
る
。

宗
教
家
ょ
、
「
瓦
共
の
原
理
」
を
全
身
心
を
以
て
再
吟
味
す
る
必
要
が
有

り
は
せ
ね
か
。
我
児
貧
者
し
、
入
於
憶
恕
妄
見
欄
巾
に
あ
り
、
彼
我
相
刻

時
す
る
限
り
、
到
底
民
衆
の
信
額
に
答
へ
、
権
威
あ
る
数
化
指
導
を
行
ひ

符
ぬ
で
あ
ら
う
。

宗
札
帆
家
上
。
拾
山
吋
報
倒
、
巾
山
死
の
中
に
、
心
大
歓
喜
の
境
地
チ
一
見
出
し

て
永
遠
の
「
い
の
ち
」
に
活
き
て
ゐ
る
、
前
線
終
士
の
震
を
裏
切
ワ
で
は

な
ら
向
。
凝
縦
せ
よ
！
現
在
の
宗
教
家
ょ
、
斯
〈
あ
れ
と
一
航
る
。
日
記
れ
が

日
本
人
と
し
て
隠
史
的
、
枇
曾
的
存
在
の
絡
釣
塊
食
的
行
鵠
の
自
白
山
じ
あ

町、

X
こ
れ
よ
り
再
附
設
す
る
も
の
だ
あ
る
か
ら
。

率
窓
を
出
で
L
組
一
刷
に
お
命
一
俳
一
時
し
「
本
化
門
下

ω使
命
」
を
忠
ム

のさニ。
漁れ千。
言た年。
る前
「 i;p
目。度
本。
倒。支
へ那
向古
ワ撃

で望号
‘り iこ
｛始。ょ
法。っ
束。て
iiftoな
L 

凱
午
慾
を
州
一
で
て
組
閣
に
参
箆
し
一
，
本
化
門
下
」
山
町
使
命
を
忠
－
J

十本
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l
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附
和
六
年
十
二
月
、
母
の
愛
に
よ
っ
て
不
治
の
約
よ
り
救
は
れ
、
仰
弟

子
と
な
ワ
て
立
正
大
師
楼
紳
の
奥
地
、
身
延
山
に
於
て
修
卒
中
、
御
妙
刈

を
持
す
る
に
及
ん
で
今
日
迄
の
私
の
宗
教
腕
、
同
剛
山
水
嗣
棋
は
桜
ほ
か
ら
磁
さ

」．，、


